
合
に

は
一

〇
六
倍
余
（
一

〇
八
二

円
か
ら
一

一

万
四
七
三
八
円
へ

）
と
、

全
国
の

三

倍
以
上
の

伸
び
を
示
し
て
い

る
。

そ
の

結
果
、

全
府
県
の

な
か
で

占

め
る
本
県
の

地
位
は
一

八
八
七
年
の

第
一

〇
位
か
ら
一

八
九
七
年
の

第
五
位
、

一

九
〇
七
年
の

第
三

位
、

一

九
一

七
年
の

第
四
位
と
ほ
ぼ
着
実
に

上

昇
し
、

全
国
会
社
資
本
額
の

な
か
に

占
め
る
比
率
も
、

一

八
八
七
年
の
一

・

四
㌫
か
ら
一

八
九
七
年
の

四
・

〇
㌫
、

一

九
〇
七
年
の

五
・

六
㌫
、

一

九
一

七
年
の

四
・

九
㌫
と
大
幅
に

増
伸
す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

も
っ

と
も
こ

の

場
合
、

基
準
年
と
な
っ

た
一

八
八
七
年
の

本
県
の

資
本
額
に

は
多
摩

郡
が
ふ

く
ま
れ
て

お
り
、

そ
の

意
味
で

は
同
一

県
域
内
の

正
確
な
成
長
率
を
示
す
も
の

と
い

う
こ

と
は
で

き
な
い
。

し
か
し
、

右
に

示
し
た
一

八
八

七
年
の

本
県
の

資
本
額
か
ら
多
摩
郡
の

そ
れ
を
除
け
ば
、

そ
の

資
本
額
は
よ
り
小
さ
く
、

一

九
一

七
年
に

い

た
る
成
長
率
は
よ
り
高
く
な
る
は
ず
で

あ
る
し
、

ま
た
人
口

千
人
当
た
り
の

資
本
額
も
、

多
く
の

製
糸
・

織
物
工
場
を
擁
し
た
多
摩
郡
を
除
け
ば
、

一

八
八
七
年
当
時
の

千
人
当
た
り
資
本

額
が
、

右
の

数
値
よ
り
大
き
く
な
る
こ

と
は
な
か
っ

た
と
考
え
て

さ
し
つ

か
え
な
い

で

あ
ろ
う
。

一

八
八
七
年
の

本
県
の

資
本
金
の

な
か
で
、

工

業

会
社
資
本
金
の

比
率
が
異
常
に

高
い

の

も
、

多
摩
郡
が
ふ

く
ま
れ
て

い

た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

商
・

工

業
の

資

本

金

額

他
方
、

本
県
の

会
社
資
本
の

な
か
に

占
め
る
商
・

工
の

比
率
は
、

一

八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
に

は
ま
だ
商
業
会
社
が
全
体
の

九
割
近

く
を
占
め
、

工

業
会
社
の

そ
れ
は
一

割
に

過
ぎ
な
い
。

ま
た
、

そ
の

後
一

〇
年
間
の

工

業
会
社
資
本
金
の

伸
び
率
（
四
・

一

倍
）
は
、

商
業
会
社
の

そ
れ
（
一

・

四
倍
）
の

三

倍
近
く
に

の

ぼ
っ

た
が
、

一

九
〇
七
年
の

工

業
会
社
資
本
金

は
、

ま
だ
全
体
の
一

七
・

五

㌫
に

過
ぎ
な
か
っ

た
。

ま
た
、

全
国
工

業
会
社
資
本
金
の

う
ち
に

占
め
る
比
率
も
低
く
（
二
・

八
㌫
）、
上
位
一

〇
府
県
の

第
七
位
に

過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

時

期
の

本
県
が
、

商
業
県
か
ら
商
工

業
県
へ

体
質
的
変
化
を
と
げ
た
と
考
え
る
の

は
困
難
で

あ
り
、

む
し
ろ
、

次
の
一

〇
年
間
（
一

九
〇
七
－
一

九
一

七

）

に

求
め
る
方
が
妥
当
と
い

え
よ
う
。

事
実
一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
か
ら
一

九
一

七
年
に

い

た
る
工

業
会
社
資
本
金
の

伸
び
率
は
三
・

九
倍
に
の

ぼ

り
、

同
期
の

商
業
会
社
資
本
金
の

伸
び
率
（
〇
・

九
倍
）
の

四
倍
以
上
に

相
当
し
た
。

ま
た
、

県
内
会
社
資
本
総
額
に

対
す
る
比
率
も
三

四
・

五

㌫
と

三

分
の
一

以
上
に

達
し
て

い

る
。

橘
樹
郡
臨
海
部
の

埋
立
て
や
浅
野
セ

メ
ン

ト
・

日
本
鋼
管
・

明
治
製
糖
・

味
の

素
な
ど
の

大
規
模
工

場
の

進
出
が
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始
ま
っ

た
の

も
こ

の

時
期
で

あ
り
、

横
浜
周
辺
の

雑
工

業
や
内
陸
部
の

製
糸
業
な
ど
と
は
違
っ

た
新
し
い

体
質
を
、

本
県
経
済
に

付
け
加
え
た
も
の

と
い

う
こ

と
が
で

き
る
。

こ

う
し
た
意
味
に
お
い

て
、

一

九
〇
七
年
以
後
の
一

〇
年
間
は
、

本
県
経
済
の

体
質
変
化
の

重
要
な
転
換
点
と
い
っ

て

さ

し
つ

か
え
な
い

の

で

あ
る
。

二

　
県
内
の

地
域
的
特
色

行

政

区

の

変

遷

以
上
の

よ
う
な
明
治
後
期
の

経
済
発
展
は
、

地
域
に

よ
っ

て
か
な
り
の

偏
差
を
と
も
な
っ

た
。

以
下
『
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

よ

っ

て
、

こ

の

時
期
の

郡
別
の

特
徴
を
考
察
し
て

み
た
い

と
思
う
。

と
こ

ろ
で
、

こ

う
し
た
郡
別
の

特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
う
え
で

念
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

は
、

こ

の

時
期
の

行
政
区
の

変
遷
で
あ
る
。

ま

ず
一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
四
月
一

日
に

市
制
・

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、

従
来
の

横
浜
区（
一

八
七
八
年
七
月
、

郡
区
町
村
編
成
法
に

よ
っ

て

久
良
岐
郡

か
ら
分
離

）が
横
浜
市
に

昇
格
し
た
。

市
制
施
行
に

先
立
つ

一

八
八
七
年
十
二

月
末
の

横
浜
区
の

人
口

は
一

一

万
四
九
八
一

人
に

の

ぼ

り
、

す
で

に

県

内
郡
区
中
の

筆
頭
と
な
っ

て
い

た
。

ま
た
一

八
九
六
年
四
月
一

日
に
は
大
住
・

淘
綾
両
郡
が
合
併
し
て

中
郡
と
な
り
、

さ
ら
に
一

九
〇
七
年
二

月
十

五
日
に

は
三

浦
郡
横
須
賀
町
も
市
制
を
施
行
し
、

同
郡
か
ら
分
立
し
た
。

同
年
十
二

月
現
在
の

同
市
の

人
口

は
、

六
万
二

八
七
六
人
に
の

ぼ
っ

た
。

な
お
、

こ

れ
に

先
立
っ

て
一

八
九
三
（
明
治
二

十
六
）
年
四
月
一

日

に

は
南
・

北
・

西
多
摩
郡
が
東
京
府
に

編
入
さ
れ
、

旧
相
模
国
全
域
と
旧
武
蔵
国

橘
樹
郡
・

都
筑
郡
・

久
良
岐
郡
か
ら
成
る
現
県
域
が
確
定
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

人
口
増
加
の

地
域
別
動
向

次
に

人
口

増
加
の

地
域
別
動
向
に
つ

い

て

み
る
こ

と
に

し
よ
う
。

す
で
に

ふ
れ
た
よ
う
に
一

八
八
七
年
か
ら
一

九
一

七
年
に

い

た

る
現
県
域
の

人
口

増
加
率
は
八
六
㌫
に

の

ぼ

り
、

全
国
の

そ
れ（
四
四
㌫
）
の

二

倍
近
く
に

相
当
し
た
。

表
三
－

八
は
こ

れ
を
毎
一
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〇
年
で
み
た
も
の

で

あ
る
が
、

こ

れ
に

よ
れ
ば
、

も
っ

ぱ
ら
自
然
増
加
に

起
因
す
る
全
国
の

増
加
率
は
一

貫
し

た
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ

て

い

る
が
、

本
県
の

場
合
は
、

終
始
全
国
平
均
を
上
回
る
高
い

増
加
率
を
示
す
反
面
、

波
状
的
な
人
口

流
入
を
反
映
す
る
か
な
り
の

凹
凸
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、

こ

れ
を
地
域
別
に
み
る
と
（
表
三

－

九
・

三
－

一

〇
）、

も
っ

と
も
増
加
率
の

高
い

の

は
横
浜
を
ふ

く
む
旧
武
蔵
国
三

郡
、

つ

ぎ
が
相
模
川
以
東
の

旧
相
模
国
三

郡
で
、

相
模
川
以
西
が
も
っ

と
も
低
く
な
っ

て

い

る
。

こ
の

こ

と
は
当
時
の

人
口

流
入
が
、

東
京

湾
臨
海
部
の

発
展
に

起
因
し
た
こ

と
を
、

雄
弁
に

物
語
る
も
の

と
い

え
よ
う
。

相
模
川
以
西
の

増
加
率
は
全
期

を
通
じ
て

全
国
平
均
に

近
い

が
、

一

九
〇
七
年
以
降
は
こ

れ
を
下
回
っ

て
い

る
。

農

業

生

産

の

動

向

つ

ぎ
に

農
業
生
産
の

動
向
に
つ

い

て

み
る
こ

と
に

し
よ
う
。

先
に

ふ
れ
た
よ
う
に
一

九
一

七

（
大
正
六
）
年
の

穀
作
物
の

生
産
量
は
、

雑
穀
を
除
い

て
、

一

八
八
七
年
の

そ
れ
よ
り
増
加
し

た
が
、

そ
の

増
加
率
は
芋
類
の

ほ
か
す
べ

て

全
国
平
均
を
下
回
り
、

千
人
当
た
り
生
産
量
は
芋
類
以
外
す
べ

て

一

八
八
七
年
よ
り
減
少
し
た
。

と
こ

ろ
で
こ

れ
を
郡
別
に

み
た
場
合
、

ど
の

よ
う
な
特
徴
を
み
い

だ

す
こ

と
が
で

き
る
で

あ
ろ
う
か
。

ま
ず
米
に

つ

い

て

は
（
表
三
－

一

一

）、

従
来
、

絶
対
量
・

千
人
当
た
り
生
産
量
と
も
群
を
抜
い

て
い

た
橘
樹
郡
の

低
落
が
目
立
ち
、

絶
対
量
で

は
中
郡
が
、

千

人
当
た
り
生
産
量
で

は
足
柄
上
郡
が
首
位
を
占
め
た
。

ま
た
鎌
倉
・

三

浦
両
郡
の

低
落
と
都
筑
郡
の

上
昇
も
目
立
っ

て

い

る
。

麦
作
で

は
（
表
三
－

一

二

）
旧
武
蔵
国
三

郡
を
除
い

て

い

ず
れ
も
一

八
八
七
年
の

生
産
量
を
上
回
っ

て

い

る
が
、

千
人
当
た
り
生
産
量
は
、

橘
樹
・

都
筑
両
郡
の

ほ
か
、

鎌
倉
・

愛
甲
・

足
柄
下
郡
も
下
回
っ

た
。

絶
対
量
・

千
人
当
た
り
生
産
量
と
も
首
位
を
占
め
た
の

は
高
座
郡
で

あ
っ

た
。

要
す

る
に

米
麦
の

生
産
に
つ

い

て

は
、

大
ま
か
に
い
っ

て

都
筑
・

足
柄
上
（
以
上
米
）、

高
座
・

中
・

津
久
井（
以
上
麦
）
な
ど
内
陸
部
の

上
昇
と
、

橘
樹
・

三

浦
・

鎌
倉
・

足
柄
下
な
ど
臨
海
部
の

低
落
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

表3－8　全国・神奈川県人口増加率

注　1　本稿表3－1および3－2により作成。
2　全国は朝鮮・台湾を，神奈川県は三多摩を含ま
ない。
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三
　
明
治
後
期
の

県
内
企
業

銀
行
・

商
業

会
社
の

発
展

さ
き
に
ふ

れ
た
よ
う
に

神
奈
川
県
下
の

会
社
資
本

金
の

増
加
率
は
、

一

八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
頃
ま

で

商
業
会
社
が
圧
倒
的
で

あ
り
、

以
後
工
業
会
社
資
本
金
の

増
加
率

が
商
業
会
社
を
上
回
る
よ
う
に

な
っ

た
が
、

一

九
〇
七
年
の

商
・

工

会
社
資
本
金
の

比
率
は
、

ま
だ
七
四
対
一

七
に

と
ど
ま
っ

て
い

た
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

時
期
ま
で

の

本
県
は
、

す
で

に

活
発
な
工

業
化

が
進
み
は
じ
め
て
い

た
と
は
い

え
、

基
調
と
し
て

は
な
お
商
業
的
な

色
彩
の

強
い

も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
基
調
を
さ

さ

え

た

の

は
、

い

う
ま
で

も
な
く
横
浜
市
で

あ
っ

た
。

事
実
『
明
治
三

十
年
神

奈
川
県
統
計
書
』
に

よ
れ
ば
、

当
時
同
市
は
県
内
銀
行
資
本
の

九
四

㌫
、

商
業
会
社
資
本
の

八
七
㌫
余
を
占
め
て
い

た
。

同
統
計
書
に

は

県
内
の

主
な
企
業
名
が
収
録
さ
れ
て

い

る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
当
時

同
市
に

は
横
浜
正
金
銀
行
・

第
二

銀
行
・

第
七
十
四
国
立
銀
行
・

茂

木
銀
行
・

左
右
田
銀
行
・

横
浜
若
尾
銀
行
な
ど
の

ほ
か
、

生
糸
売
込

表3－9　県内地域別人口数

注　1　『神奈川県統計書』，『日本帝国統計年鑑』，『農商務統計表』により作成。

2　第1グループには横浜区ないし横浜市，第2グループには横須賀市が含まれている。

表3－10　県内地域別人口増加率

注　表3－9より作成
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・

製
茶
売
込
・

陶
器
売
買
・

倉
庫
業
な
ど
の

各
種
の

商
社
が
店
舗
を
つ

ら
ね
て
い

た
。

ま
た
郡
部
に

も
秦
野
銀
行
・

伊
勢
原
銀
行
・

松
田
銀
行
・

小

田
原
銀
行
・

江
陽
銀
行
・

平
塚
銀
行
・

鎌
倉
銀
行
・

藤
沢
銀
行
な
ど
の

中
小
銀
行
や
、

繭
・

生
糸
・

織
物
・

た
ば
こ

な
ど
の

売
買
に

従
事
す
る
中
小

商
社
が
、

各
地
に

あ
ら
わ
れ
て
い

た
の

で

あ
っ

た
。

工

業

化

の

進

展

明
治
後
期
の

県
内
の

工
業
化
は
、

内
陸
部
の

在
来
工

業
（
製
糸
・

織
物
・

た
ば
こ

製
造
業

）・
横
浜
周
辺
の

雑
工
業
と
東
京
湾
臨
海
部

へ

の

大
企
業
の

進
出
と
い

う
、

ふ
た
つ

の

対
照
的
な
か
た
ち
で

進
行
し
た
。

表3－11　郡市別米生産量

注　『神奈川県統計書』により作成

表3－12　郡市別麦生量産

注　『神奈川県統計書』により作成
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一

八
九
〇
年
代
に

臨
海
部
に

あ
ら
わ
れ
た
大
工
場
は
、

い

ず
れ
も
東
京
・

横
浜
の

企
業
家
グ
ル

ー
プ
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
横
浜
船
渠
株
式
会
社

と
浦
賀
船
渠
株
式
会
社
で

あ
っ

た
。

こ
の

う
ち
前
者
は
原
・

茂
木
・

大
谷
・

若
尾
な
ど
の

有
力
な
横
浜
商
人
と
渋
沢
・

浅
野
・

大
倉
・

益
田
・

小
室

な
ど
中
央
の

大
資
本
家
の

出
資
に

よ
っ

て
一

八
九
三
（
明
治
二

十
六
）
年
十
二

月
設
立
さ
れ
、

翌
年
十
月
か
ら
海
面
の

埋
立
て

と
ド
ッ

ク
の

築
造
に

着

手
し
た
。

そ
し
て
、

一

八
九
六
年
九
月
に
は
日

本
郵
船
株
式
会
社
横
浜
鉄
工

所
を
買
収
し
、

鉄
工

と
修
船
の

作
業
を
開
始
し
た
。

当
初
は
日

本
郵
船

所
属
船
舶
の

修
理
が
主
で

あ
っ

た
が
、

一

九
一

六
年
十
二

月
か
ら
は
造
船
部
門
に

も
進
出
し
、

一

九
三

〇
年
代
に

は
二

万
ト
ン

近
い

大
型
客
船
（
秩

父
丸
・

氷
川
丸
な
ど

）
も
建
造
し
た
が
、

一

九
三
五
年
十
一

月
、

三

菱
重
工

業
株
式
会
社
に

吸
収
さ
れ
た
。

現
在
の

三

菱
重
工

業
横
浜
造
船
所
は
そ
の

後
身
で

あ
る
（『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（7）
、

『
三

菱
日

本
重
工
業
株
式
会
社
史
』）。

他
方
、

浦
賀
船
渠
株
式
会
社
は
、

横
浜
の

渡
辺
・

安
部
、

東
京
の

浅
野
・

安
田
・

塚
原
な
ど
の

企
業
家
に

よ
っ

て
一

八
九
六
年
十
月
設
立
さ
れ
た
。

設
立
と
同
時
に

月
島
機
械
製
作
所
を
買
収
し
て
、

鉄
工
お
よ
び
各
種
機
械
製
造
の

基
礎
と
し
、

つ

い

で
一

九
〇
二

年
六
月
に

は
石
川
島
造
船
所
浦
賀

分
工

場
を
買
収
し
て

基
盤
を
強
化
し
た
。

同
社
は
当
初
か
ら
一

般
商
船
の

修
理
の

ほ
か
、

小
汽
船
の

建
造
に

も
従
事
し
た
。

ま
た
、

軍
艦
の

修
理
や

建
造
に

も
は
や
く
か
ら
進
出
し
、

一

九
〇
二

年
に

は
米
国
政
府
の

発
注
に

よ
っ

て
フ

ィ

リ
ピ

ン

向
け
砲
艦
五

隻
を
建
造
し
た
。

そ
の

後
第
一

次
大
戦

中
の

好
況
に

よ
っ

て

名
実
と
も
に

大
造
船
所
の

列
に

加
わ
り
、

今
日
に
い

た
っ

て
い

る
。

現
在
の

住
友
重
機
械
工

業
株
式
会
社
浦
賀
造
船
所
は
、

そ

の

後
身
で
あ
る
（『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（7）
、

『
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一

〇
八
年
史
』）。

な
お
、

こ

の

時
期
に

は
電
気
産
業
も
発
足
し
、

一

八
九
〇
年
十
月
に

は
照
明
用
電
気
を
横
浜
市
内
へ

供
給
す
る
横
浜
共
同
電
燈
会
社
（
初
代
社
長

高

島
嘉
右
衛
門
）が
、

ま
た
一

八
九
六
年
七
月
に

は
横
浜
電
線
製
造
株
式
会
社
も
横
浜
市
高
島
町
に

設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
一

九
〇
八
年
に
は
、

東
京
で

成
長
を
と
げ
た
東
京
電
気
株
式
会
社
（
一

八
九
六
年
十
一

月
設
立

）が
、

川
崎
町
堀
川
に

新
工

場
を
建
設
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

東
京
芝
浦
電

気
株
式
会
社
堀
川
工

場
は
そ
の

後
身
で

あ
る
。
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表
三

－
一

三

　
県
下
工

場
一

覧

一

八
九
八
年
十
二

月
三

十
一

日
現
在
（『
明
治
三

十
一

年
神
奈
川
県
統
計
書
』）
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他
方
、

内
陸
部
の

蚕
糸
業
に
つ

い

て

は
、

一

九
〇
〇
（
明
治
三

十
三

）
年
こ

ろ
ま
で

絶
対
量
・

千
人
当
た
り
生
産
量
と
も
か
な
り
の

伸
び
が
み
ら
れ
、

そ
の

地
域
も
境
川
・

相
模
川
・

酒
匂
川
沿
い

の
、

鎌
倉
郡
・

中
郡
・

足
柄
上
・

下
郡
な
ど
へ

広
が
っ

た
。

『
明
治
三

十
一

年
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

よ
れ
ば
（
表
三
－

一

三

）、

県
下
の

製
糸
場
は
五

〇
に
の

ぼ
り
、

動
力
も
大
部
分
蒸
気
力
に

変
わ
っ

て

い

た
。

し
か
し
、

全
国
の

生
産
量
も
一

九
〇
〇

年
以
後
大
幅
に

増
加
し
、

伸
び
率
で

本
県
を
上
回
っ

た
た
め
、

明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に

は
人
口

当
た
り
生
産
量
で

繭
・

生
糸
と
も
全
国
平
均
を
下

回
る
こ

と
に

な
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
結
果
は
、

い

う
ま
で

も
な
く
上
述
の

流
入
人
口

に

よ
る
も
の

で

あ
っ

た
が
、

小
農
民
の

零
細
経
営
や
組
合
製
糸

が
多
か
っ

た
こ

と
も
一

因
と
考
え
る
こ

と
が
で

き
る
。

な
お
、

中
郡
秦
野
町
を
中
心
と
し
た
煙
草
製
造
業
も
引
き
続
き
発
展
を
続
け
、

一

八
九
七
年

現
在
の

製
造
所
の

数
は
、

県
下
全
体
で
三

六
に
の

ぼ
っ

た
が
、

使
用
動
力
は
大
部
分
水
力
で

あ
っ

た
。
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一

九
〇
〇
年
代

の

新
設

工

場

一

九
〇
〇
年
代
の

工

業
化
は
、

東
京
湾
臨
海
部
へ

の

大
資
本

の

進
出
に

よ
っ

て

さ
ら
に

進
展
し
、

製
造
部
門
も
多
様
化
し

た
。

す
な
わ
ち
、

横
浜
周
辺
で

は
東
京
に

本
社
を
置
く
富
士
瓦
斯
紡
績
株
式
会
社

が
、

一

九
〇
三
（
明
治
三

十
六

）
年
八
月
、

保
土
ケ
谷
に

従
業
員
二

〇
〇
〇
人
の

大

工

場
を
建
設
し
た
の

を
は
じ
め
、

一

九
〇
六
年
四
月
に

は
、

札
幌
麦
酒
・

日

本
麦

酒
・

大
阪
麦
酒
の

三

社
合
併
に

よ
っ

て

成
立
し
た

大
日

本
麦
酒
株
式
会
社
（
一

八

九
六
年
八
月
設
立

）
も
、

保
土
ケ
谷
に
工

場
を
建
設
し

た
。

ま
た
一

九
〇
七
年
二

月
に

は
、

外
国
人
経
営
の

ビ

ー
ル

会
社
を
継
承
し
た
麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
が
、

三

菱
の

出
資
に

よ
っ

て

横
浜
に

設
立
さ
れ
、

ま
た
同
年
十
月
に

は
保
土
ケ
谷
に

宝
田

石
油
株
式
会
社
横
浜
製
油
所
が
、

一

九
〇
九
年
八
月
に

は
日
清
製
粉
株
式
会
社
横
浜
工

場
が
神
奈
川
埋
立
第
二

区
に

設
立
さ
れ
た
。

他
方
、

そ
れ
ま
で

広
大
な
田
畑
と
牧
歌
的
な
風
景
を
残
し
て

い

た
川
崎
町
周
辺
へ

も
、

相
つ

い

で
工
場
の

進
出
が
始
ま
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

一

九

〇
五

年
十
二

月
に

京
浜
電
気
鉄
道
（
現
在
　
京
浜
急
行

）
の

品
川
－
神
奈
川
間
が
全
通
し
た
の

に

続
い

て
、

一

九
〇
六
年
九
月
に

は
横
浜
の

砂
糖
貿
易

商
阿
部
・

増
田
ら
に
よ
っ

て

横
浜
製
糖
株
式
会
社
（
現
在
　
明
治
製
糖
株
式
会
社

）
が
多
摩
川
沿
い

の

橘
樹
郡
御
幸
村（
現
在
　
川
崎
市
幸
区

）に
設
立
さ

れ
、

ま
た
一

九
〇
八
年
に

は
御
幸
村
に

東
京
電
気
株
式
会
社
川
崎
製
造
所
が
、

翌
一

九
〇
九
年
三

月
に

は
川
崎
町
久
根
崎
に
日
本
蓄
音
機
製
造
株
式

会
社
（
現
在
　
日

本
コ

ロ

ム

ビ

ア

川
崎
工

場

）が
相
次
い

で

進
出
し
た
。

ま
た
一

九
〇
六
－
一

九
〇
七
年
に

は
、

中
央
の

有
力
者
桂
次
郎
・

守
屋
此
助
・

浅
野
総
一

郎
ら
に
よ
っ

て

子
安
村
海
岸
の

埋
立
て

が
計
画
さ
れ
、

ま
た
一

九
一

二

年
に

は
浅
野
総
一

郎
・

安
田
善
次
郎
・

渋
沢
栄
一

ら
を
株
主
と
し

た
鶴
見
埋
立
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

そ

し
て
、

一

九
一

三

年
か
ら
一

九
二

八
年
に

か
け
て
、

多
摩
川
河
口

か
ら
鶴
見
川
河
口

に
い

た
る
、

総
面
積
五

キリンビールのポスター（1903）
『麒麟麦酒株式会社五十年史』より
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〇
〇
㌶
の

大
規
模
な
埋
立
工
事
が
進
行
す
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

内

陸
工

業

の

動

向

こ

の

よ
う
な
臨
海
部
の

変
化
に

照
応
し
て
、

内
陸
部
で

も
、

製
糸
業
や

煙
草
製
造
業
を
中
心
と
し
た
ゆ
る
や
か
な
工
業
化
が
進
行

し
た
。

こ

う
し
た
内
陸
部
の

工

場
や

作
業
所
は
、

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
前
後
に

は
そ
の

動
力
を
ほ
と
ん
ど
水
力
に

た
よ
っ

て
い

た
が
、

『
明
治
三

十
三

年
神
奈
川
県
統
計
書
』
で
は
、

煙
草
製
造
業
を
除
い

て

大
部
分
蒸
気
力
へ

の

転
換
を
終
え
て

い

た
。

ま
た
、

作
業
所
や

雇

用
労
働
者
も
一

八
九
〇
年
代
か
ら
一

九
〇
〇
年
代
に

か
け
て

か
な
り
増
加
し
た
。

し
か
し
、

そ
の

規
模
は
一

作
業
所
当
た
り
せ
い

ぜ
い
一

〇
－
五

〇

名
程
度
で
、

一

〇
〇
名
前
後
の

労
働
者
を
雇
用
し
た
作
業
所
は
、

盛
進
社
（
製
糸
揚
返
し
、

鎌
倉
郡
中
和
田
村
）、

関
東
製
糸
場
（
足
柄
上
郡
吉
田
島
村
）、

若
尾
製
糸
場
（
高
座
郡
藤
沢
町
鵠
沼
）、

持
田
製
糸
場
（
高
座
郡
渋
谷
村
長
後
）
な
ど
数
例
に

過
ぎ
な
か
っ

た
（『
明
治
四
十
三

年
神
奈
川
県
統
計
書
』）。

こ

う
し
た
零
細
性
は
煙
草
製
造
業
の

場
合
さ
ら
に
い

ち
じ
る
し
く
、

『
明
治
三

十
三

年
神
奈
川
県
統
計
書
』
に

よ
れ
ば
、

一

〇
－
二

〇
名
の

従
業
者
を

抱
え
る
作
業
所
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ

た
。

そ

し
て
、

一

九
〇
四
－
一

九
〇
五
年
に
は
煙
草
専
売
法
の

施
行
（
明
治
三

十
七
年
四
月
一

日
公
布
、

同
七
月
一

日

施
行
、

刻
み
煙
草
は
明
治
三

十
八
年
四
月
一

日
施
行
）
に

よ
っ

て
、

そ
の

営
業
権
を
す
べ

て

没
収
さ
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

の

よ
う
な
零
細
工
業
は
、

内
陸
部
だ
け
で

な
く
横
浜
・

川
崎
周
辺
に

も
広
く
存
在
し

た
。

い

ま
『
明
治
四
十
二

年
神
奈
川
県
統
計

書
』
に

よ
っ

て
そ
の

状
況
を
み
る
と
（
表
三
－

一

四

）、

横
浜
周
辺
に
は
い

ず
れ
も
一

〇
－
三

〇
名
ほ
ど
の

従
業
者
を
抱
え
た
輸
出
用
絹
ハ

ン

カ

チ

製

造
業
や

洋
家
具
製
造
業
、

印
刷
・

イ
ン

ク
・

石
鹸
・

楽
器
な
ど
の

小
工

場
が
、

ま
た
、

川
崎
周
辺
に
は
洋
式
建
築
材
料
の

煉
瓦
や
モ

ス

リ
ン

・

毛
布
な

ど
の

洋
風
織
物
、

麻
真
田
・

ち
り
紙
な
ど
を
製
造
す
る
小
企
業
が
存
在
し
た
。

こ

う
し
た
小
企
業
は
も
と
も
と
市
場
的
に

も
技
術
的
に

も
大
資
本
に

な
じ
ま
な
い

も
の

で

あ
っ

た
が
、

他
方
ま
た
、

わ
が
国
特
有
の

過
剰
人
口

に

よ
っ

て

絶
え
ず
再
生
産
さ
れ
、

そ
の

後
い

わ
ゆ
る
中
小
企
業
と
し
て
、

日
本
経
済
の

な
か
に

特
有
の

座
を
占
め
る
こ

と
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。
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表
三
－

一

四
　
県

下

工

場
一

覧

（『
明
治
四
十
二

年
神
奈
川
統
計
書
』
）
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